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発表内容 

1. Network 

2. ハードウェア 

– 計算機、ネットワーク機器 

– 制御室のレイアウト 

3. ソフトウェア 

4. Archive 

5. その他 

6. 今後の方針 

 

制御ソフトウェア作成にあたっては、東日本技術研究所
の路川さん、亀田さんに尽力いただきました。また、多く
のソフトウェアは各グループの制御担当や現場担当者
の方々が作成されています。 
 



cERL ネットワーク構成 
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ネットワーク運用方針 

• 制御ネットと所内ネット両方に接続する機器は禁止 

 

• 所内ネットワークから直接 cERL ネットワークに接続する必用がある
場合、接続元となる PC を Firewall に登録する. 

• ログイン用Linux機を用意し、制御サーバへのsshを許可している. 

 

 

• OPIファイルはNASに置き、制御・所内どちらからでもアクセス可 

• CA-Gatewayを設置してあり、所内ネットからはRead-Onlyですべて
読むことが可能。書き込みは制御ネットワーク内からのみ. 

 

 これにより、居室から安全に機器をモニタすることが可能となった 
（制御室のGUIと同じものが居室から見える） 



サーバ計算機 

サーバ計算機 CPU, memory 主な使用目的 

server1 Intel Xeon E5530 
4 Core x 4, 16 GB 

所内ネット、ログインサーバ、Gateway 

server2 AMD Opteon 4184 
6 Core x 2, 64 GB 

メインサーバ 

server3 Intel Xeon E3-1220 
4 Core, 16 GB 

BPM処理 

server4 Intel Xeon E3-1220 
4 Core, 16 GB 

スクリーンモニタ画像処理 

server5 Intel Xeon E3-1220 
4 Core, 16 GB 

Webサーバ、web用画像作成、メール通知、
Alarm  

server6 Intel Xeon E3-1220 
4 Core, 8 GB 

簡易Archive(操作履歴、定期snapshot)、ソフト
ウェア開発用 
 → 今後はマグネットIOC用としても使用予定 



Network Switch 

• Brocade社製:メインスイッチ2台（冗長化構成）、エッジ10台 

 



cERL テーブル配置 

部屋：14.40 m × 6.30 m = 90.7 m2 

天井高 2.4 m 
10 cm フリーアクセス床 

ホワイトボード 
プロジェクタ 

ソファー 

物品棚 

プリンタ 

壁掛けTV 

打ち合わせ 
スペース 

入射空洞 

持ち込みPCスペース 

小テーブル、プリンタ 

白色パネル設置 

開発用スペース 

開発 
VAC 
Laser 

MAG 
MON MLSC LLRF 

安全 

運転 

運転 



制御ソフトウェア：EPICS 

• Base version 3.14.12 を使用 

• OPI や Archive Viewer として CSS (Control System Studio) を使用 

• SAD, python, Elegant, GPT 等をサーバ計算機で使用可能 

– ビーム物理に関係するものは、各自 SAD なり Elegant なりで作成 

 

• 運転用ファイル数：同じファイル名は除外（バックアップファイル
を含むので、すべて運転に使っているわけではない） 

– opi ファイル 770 

– plt ファイル 300 

– python ファイル 300 

 



GUI例 

• Figure Launcher 



Main Status Panel 

 



Magnet Control 

 

K,I どちらでも設定可能 

直接入力 差分値 電流モニタ値 



Screen Monitor 
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スクリーンモニタ画像一括キャプチャ 

 



Application Launcher 
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cERL Archiver ネットワーク構成 

• 一番信頼のおけるディスク装置は PF 計算機システムのもの 

• PFとcERLの両方に足を出したマシンを１台だけ許可 

• CSSクライアントは 所内サーバ 経由でデータを取りに行く 
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PostgreSQL Server Machine 

• Archive Server  

• 2U Rack Server 

– Intel E5-2690 8Core x 2 

– 64 GB memory 

– RHEL 6 

• 内蔵ディスク 3 TB (600 GB x 8) 

 

• 1年分のデータが保存できれば良い、という思想だったが、cERLま
で入れると収まらなくなってしまった 

 

• HDD追加も不可能ではないが、リースマシンなのでちょっと複雑 

現在は、大容量のNASと分散して保存する方針 



現在のデータ量 

• これより古いデータは Channel Archiver に保存してある。 

– 2005年9月以降 

NAS 

 |- cERL  (5.6 TB) ---- 2012 (1.7 TB)  

 |                   |- 2013 (3.5 TB) 

 |                   |- 2014 (0.5 TB) 

 | 

 |- PFRing(4.5 TB) ---- 2012 (2.2 TB) 

                     |- 2013 (2.0 TB) 

                     |- 2014 (0.4 TB) 

Local 

 |- cERL   (0.6 TB) 

 |- PFRing (0.4 TB) 

夏以降 
この程度で妥当 



Archive設定 

• 停電時にアーカイブを切り替えている 

– 2013夏～2014夏までのデータを archive_2013 に保存 

– 2012夏～2013夏までのデータを archive_2012 に保存 

alias 



“Optimized”表示例 

 

切替 

濃い部分が上にあることが分かる 
平均的にはあるパワーが出ていて、 
時々強度が落ちている 



“Raw Data”表示にすると 

 

分布の様子はわかりにくい 



その他ソフトウェア：wiki 

 



その他：電子ログ(Zlog) 



その他：画像キャプチャ 

 



その他：CATV表示 

 



今後の課題 

• 運転用ソフトウェア開発の継続 

– 現状、色々と不満はある 

– ビーム物理に関連するソフトは SAD, Elegant から制御していただく 

• 通信量の多いBPM, GigEカメラを専用ネットワークに分離 

• Archive取り出し時間を短縮するため、サーバの Local Disk 追加 

• サーバ計算機の購入（現在は半数以上が借り物なので買って返す） 

• AR南棟電子銃開発をcERLネットワークと直接接続 

– 現在は別ネットワークになっているため、サーバやNAS、各種開発環境
を独自に用意している 

• 電子ログをもっと使いやすく 

• チャットツール(HipChat)の活用 

• 巡視点検用の携帯端末・ARソフトウェア開発 

• マニュアル整備、wiki情報の充実 

• CSSのプラグイン開発 

 

• その他、課題山積 


